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樂
書
卷
第
八
十
四a

孝
經
訓
義b

三
才

　紀
孝
行

廣
要
道c

三
才 

曾
子
曰d
、
甚
哉
、
孝
之
大
也
。
子
曰
、
夫
孝
天
之
經
也
、
地
之
義
也
、
民

之
行
也
。
天
地
之
經
而
民
是
則
之
、
則
天
之
明
、
因
地
之
利
、
以
順
天
下
。

是
以
其
教
不
肅
而
成
、
其
政
不
嚴
而
治
。
先
王
見
教
之
可
以
化
民
也
。
是
故

先
之
以
博
愛
而
民
莫
遺
其
親
。
陳
之
以
徳
義e
而
民
興
行
。
先
之
以
敬
讓
而
民

不
爭
、
導
之
以
禮
樂
而
民
和
睦
、
示
之
以
好
惡
而
民
知
禁
。
詩
云
、
赫
赫
師

尹
、
民
具
爾
瞻
。

先
王
因
人
性
而
制
禮
、
縁
人
情
而
作
樂
。
禮
雖
出
於
人
性
、
而
天
地
之

序
實
在
焉
。
樂
雖
本
於
人
情
、
而
天
地
之
和
實
在
焉
。
蓋
孝
之
爲
道
、
其

運
無
乎
不
在
。
仰
而
視
之
在
乎
上
、
天
之
經
是
也
。
俯
而
視
之
在
乎
下
、

地
之
義
是
也
。
中
而
視
之
存
乎
人
、
民
之
行
是
也
。

則
天
之
明
以
順
天
下
之
性
、
因
地
之
利
以
順
天
下
之
情
。
以
性
化
性
、

天
下
無
異
性
、
以
情
化
情
、
天
下
無
殊
情
。
然
則
先
王
之
爲
禮
樂
、
豈
拂

人
性
逆
人
情
而
爲
之
哉
。

是
故
以
之
成
教
、
天
下
之
教
不
肅
而
自
成
、
以
之
治
政
、
天
下
之
政
不

嚴
而
自
治
。
此
孔
子
言
導
之
以
禮
樂
而
民
和
睦
、
所
以
先
之
以
天
地
之
經

而
民
是
則
之
也
。

今
夫
禮
樂
之
於
天
下
、
猶
陰
之
與
陽f
也
。
陰
陽
之
氣
贊
天
地
、
以
成
歳

功
、
禮
樂
之
教
同
民
心
、
以
成
治
道
。
然
民
之
爲
道
、
非
徒
無
常
産
也
亦

無
常
心
焉
。
苟
制
之
以
刑
政
、
則
民
乖
離
而
無
耻g
。
苟
導
之
以
禮
樂
、
則

民
和
睦
而
不
悖
。
故
導
之
以
禮
、
非
特
使
之
知
昬
定h
晨
省
而
已
、
必
使
之

交
相
親
而
爲
睦
矣
。
導
之
以
樂
、
非
特
使
之
知
下
氣
柔
聲
而
已
、
必
使
之

去
乖
陵
而
爲
和
矣
。
記
曰
、
禮
至
則
無
怨
、
樂
至
則
不
爭
、
揖
遜
而
天
下

治
者
禮
樂
之
謂
也
。
由
此
觀
之
、
先
王
導
民
以
禮
樂
、
其
效
必
至
於
揖
遜

而
天
下
治
。
豈
特
其
民
和
睦
而
已
哉
。

孔
子
言
孝
之
教
可
以
化
民
、
必
止
於
是
者
、
爲
民
而
言
故
也
。
蓋
和
則

有
異
而
無
乖
、
猶
五
味
之
和
也
。
睦
則
有
親
而
無
疎
、
猶
九
族
之
睦
也
。

一
人
和
睦
、
一
家
化
之
。
一
家
和
睦
、
一
國
化
之
。
一
國
和
睦
、
天
下
化

之
。
所
導
者
寡
、
所
化
者
衆
。
然
則
禮
樂
之
於
化
民
、
豈
曰
末
之
云
乎
。

然
禮
樂
之
道
廣
、
而
充
之
於
内
、
則
藏
而
爲
愛
敬
。
記
曰
、
禮
者
殊
事

合
敬
者
也
、
樂
者
異
文
同
愛
者
也
。
發
而
揮
之
於
外
、
則
形
而
爲
好
惡
。

故
記
曰
、
禮
義
立
則
貴
賤
等
矣
、
樂
文
同
則
上
下
和
矣
、
好
惡
著
則
賢
不

肖
別
矣
。

是
以
孔
子
之
論
禮
樂
、
必
始
之
先
之
以
博
愛
而
民
莫
遺
其
親
、
陳
之
以

陳
暘
孝
経
訓
義
校
釈
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徳
義
而
民
興
行
、
先
之
以
敬
遜
而
民
不
爭
」
所
以
明
禮
樂
之
本
也
。
終
之

示
之
以
好
惡
而
民
知
禁
、
所
以
明
禮
樂
之
用
也
。
無
本
不
立
、
無
用
不
行
。

有
本
有
用
、
舉
而
措
之
天
下
之
民
、
民
孰
有
不
具
瞻
者
哉
。
故
記
曰
、
樂

極
和
、
禮
極
順
、
内
和
而
外
順
、
則
民
瞻
其
顏
色
而
弗
與
爭
也
。
望
其
容

貌
而
民
不
生
易
慢
焉
、
故
徳
煇
動
於
内
、
而
民
莫
不
承
聽
、
理
發
諸
外
、

而
民
莫
不
承
順
、
故
曰
致
禮
樂
之
道
舉
而
措
之
天
下
無
難
矣
。
豈
非
導
之

以
禮
樂
、
民
具
爾
瞻
之
謂
乎
。

［
校
勘
］

a

　「樂
書
巻
第
八
十
四
」
　四
庫
全
書
本
は「
樂
書
巻
八
十
四
」に
作
る
。

ま
た
四
庫
全
書
本
に
は
こ
の
行
の
前
に
「
欽
定
四
庫
全
書
」
の
一
行
が

あ
る
。

b

　「孝
經
訓
義
」
　四
庫
全
書
本
は
、「
樂
書
巻
八
十
四
」
と
「
孝
經
訓

義
」
の
間
に
「
宋
陳
暘
撰
」
の
一
行
が
あ
る
。
方
濬
師
本
に
は
「
宋
宣

徳
郎
秘
書
省
正
字
陳
暘
譔
」
の
一
行
が
あ
る
。

c

　「廣
要
道
」
　四
庫
全
書
本
は
改
行
せ
ず
「
三
才

　紀
孝
行
」
の
下
に

「
廣
要
道
」
の
三
字
が
あ
る
。

d

　「曾
子
曰
」
　四
庫
全
書
本
は
「
曾
子
問
曰
」
に
作
る
。

e

　「以
徳
義
」
　十
三
經
注
疏
本
『
孝
經
』
は
「
於
徳
義
」
に
作
る
。

f

　「陰
之
與
陽
」
　方
濬
師
本
は
「
陰
之
於
陽
」
に
作
る
。

g

　「無
耻
」
　四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本
は
「
無
恥
」
に
作
る
。

h

　「昬
定
」
　方
濬
師
本
は
「
昏
定
」
に
作
る
。

［
訳
］曾

子
曰
く
、
甚
だ
し
い
か
な
、
孝
の
大
な
る
、
と
。
子
曰
く
、
夫
れ
孝
は

天
の
經
な
り
、
地
の
義
な
り
、
民
の
行
ひ
な
り
。
天
地
の
經
に
し
て
民
は
是

れ
之
に
則
る
。
天
の
明
に
則
り
、
地
の
利
に
因
り
、
以
て
天
下
を
順
ふ
。
是

を
以
て
其
の
教
へ
は
肅
な
ら
ず
し
て
成
り
、
其
の
政
は
嚴
な
ら
ず
し
て
治
ま

る
。
先
王
、
教
へ
の
以
て
民
を
化
す
可
き
を
見
る
な
り
。
是
の
故
に
、
之
に

先
ん
ず
る
に
博
愛
を
以
て
せ
ば
、
民
は
其
の
親
を
遺
る
る
莫
し
。
之
に
陳
ぶ

る
に
徳
義
を
以
て
せ
ば
、
民
は
興
り
行
ふ
。
之
に
先
ん
ず
る
に
敬
讓
を
以
て

せ
ば
、
民
は
爭
は
ず
。
之
を
導
く
に
禮
樂
を
以
て
せ
ば
、
民
は
和
睦
す
。
之

に
示
す
に
好
惡
を
以
て
せ
ば
、
民
は
禁
を
知
る
。
詩
に
云
ふ
、
赫
赫
た
る
師

尹
、
民
は
具
に
爾
を
瞻
る1
、
と
。

先
王
は
人
の
性
に
も
と
づ
い
て
礼
を
制
定
し
、
人
の
性
に
よ
っ
て
楽
を

創
作
し
た
。
礼
は
人
の
性
に
由
来
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
天
地
の
秩
序

が
そ
こ
に
存
在
す
る
。
楽
は
人
の
情
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
天

地
の
調
和
が
そ
こ
に
存
在
す
る
。〈
孝
〉
の
道
は
「
其
の
運
り
、在
ら
ざ
る

な
し2
」
な
の
で
あ
る
。
仰
い
で
そ
れ
を
見
る
な
ら
そ
れ
は
上
方
に
存
在
す

る
。「
天
の
経
」が
そ
れ
で
あ
る
。
俯
し
て
そ
れ
を
見
る
な
ら
そ
れ
は
下
方

に
存
在
す
る
。「
地
の
義
」が
そ
れ
で
あ
る
。
中
間
を
見
る
な
ら
そ
れ
は
人

に
存
在
す
る
。「
民
の
行
ひ
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
天
の
明
に
則
っ
て
」
天
下
の
性
を
順
え
、「
地
の
利
に
因
っ
て
」
天
下
の

情
を
順
え
る
の
で
あ
る
。
性
に
よ
っ
て
性
を
感
化
す
る
な
ら
、
天
下
に
性

を
異
に
す
る
者
は
な
く
、
情
に
よ
っ
て
情
を
感
化
す
る
な
ら
、
天
下
に
情

の
違
う
者
は
な
い
。
で
あ
る
な
ら
、
先
王
が
礼
楽
を
運
用
す
る
の
に
、
人

の
性
に
反
し
、
人
の
情
に
逆
ら
っ
て
お
こ
な
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
ゆ
え
、
天
地
に
も
と
づ
い
て
教
育
を
お
こ
な
う
な
ら
、
天
下
の
教

育
は
厳
粛
に
し
な
く
て
も
自
然
に
お
こ
な
わ
れ
、
天
地
に
も
と
づ
い
て
政

治
を
整
え
る
な
ら
、
天
下
の
政
治
は
峻
厳
に
し
な
く
て
も
自
然
に
整
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
つ
ま
り
、
孔
子
が
「
之
を
導
く
に
礼
楽
を
以
て
せ
ば
、

民
は
和
睦
す
」
と
言
う
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
「
天
地
の
原
理
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
民
は
そ
れ
を
手
本
と
す
る
（
天
地
の
経
に
し
て
民
は
是
れ
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之
に
則
る
）」
と
言
っ
た
理
由
で
あ
る
。

さ
て
天
下
に
お
け
る
礼
楽
の
あ
り
よ
う
は
、
ち
ょ
う
ど
陰
と
陽
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
陰
気
と
陽
気
が
天
地
を
助
け
て
年
の
み
の
り
を
も
た
ら

す
。
礼
楽
の
教
化
が
民
心
を
統
一
し
て
政
治
の
道
が
完
成
す
る
。
民
衆
の

本
性
と
し
て
は
、
た
だ
「
安
定
し
た
資
産
や
職
業
が
な
け
れ
ば
確
固
と
し

た
道
義
心
も
持
て
な
い3
」
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
も
し
民
衆
を
統
制
す

る
の
に
刑
罰
に
頼
る
と
し
た
ら
、
民
衆
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
羞
恥
心
を

失
う
。
も
し
民
衆
を
指
導
す
る
の
に
礼
楽
を
使
う
な
ら
、
民
衆
は
和
睦
し

て
正
義
に
反
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
民
衆
を
指
導
す
る
の
に
礼

を
用
い
る
な
ら
、
民
衆
に
「
昬
に
定
め
晨
に
省
み
る4
」
こ
と
を
理
解
さ
せ

る
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
互
い
に
親
し
み
仲
よ
く
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。

民
衆
を
指
導
す
る
の
に
楽
を
用
い
る
な
ら
、
民
衆
に
「
気
を
下
し
声
を
柔

に
す5
」
を
理
解
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
き
っ
と
正
義
に
反
し
て
上
を
犯
す

こ
と
を
や
め
て
和
合
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
。「
記
」
に
言
う
、「
礼
至
れ
ば

怨
み
無
く
、
楽
至
れ
ば
争
わ
ず
。
揖
遜
し
て
天
下
が
治
ま
る
と
は
、
礼
楽

の
こ
と
で
あ
る6
」
と
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
に
、
先
王
が
民
衆
を
礼

楽
に
よ
っ
て
指
導
す
る
と
、
そ
の
効
果
と
し
て
必
ず
「
揖
遜
し
て
天
下
治

ま
る
」
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
〔『
孝
經
』
に
言
う
〕「
民

は
和
睦
す
る
」
だ
け
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。

孔
子
が
こ
こ
で
「
孝
」
の
教
え
に
つ
い
て
「
以
て
民
を
化
す
可
き
」
と

言
い
、
こ
れ
（
和
と
睦
）
だ
け
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
民
衆
の
こ
と
を

主
題
と
し
て
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
和
」
す
れ
ば
、異
な
っ
て
い
て

も
離
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。
あ
た
か
も
〔
調
理
に
お
い
て
〕
五
味
が

調
和
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
睦
」す
れ
ば
親
し
み
あ
っ
て
疎
遠
に
な

る
者
が
な
い
。
あ
た
か
も
九
族7
が
仲
よ
く
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一

人
が
和
睦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
家
族
が
そ
れ
に
感
化
さ
れ
、
一
家
が
和
睦

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
が
そ
れ
に
感
化
さ
れ
、
一
国
が
和
睦
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
天
下
が
こ
れ
に
感
化
さ
れ
る
。
指
導
す
る
対
象
が
少
な
く
、
感
化

さ
れ
る
者
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
礼
と
楽
の
民
衆
を
教

化
す
る
は
た
ら
き
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
「
末
節
の
こ
と8
」
な
ど
と
言
え

よ
う
か
。

し
か
ら
ば
、「
礼
楽
の
道
」
は
広
大
で
あ
る
。
こ
れ
を
内
面
に
満
た
す
な

ら
、
心
の
中
で
〈
愛
〉〈
敬
〉
と
な
る
。「
記
」
に
言
う
、「
礼
は
物
事
を
区

別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
敬
意
を
共
通
な
も
の
に
す
る
。
楽
は
文
を
異
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
親
愛
を
共
通
な
も
の
に
す
る9
」
と
。
い
っ
ぽ
う
こ
れ
を

外
に
発
揮
す
る
な
ら
、
目
に
見
え
る
形
と
な
っ
て
好
悪
と
な
る
。
ゆ
え
に

「
記
」
に
言
う
、「
礼
義
が
確
立
す
れ
ば
貴
賤
の
違
い
が
は
っ
き
り
し
、
音

楽
の
旋
律
や
曲
調
が
調
和
す
れ
ば
上
下
が
親
和
し
、
好
悪
が
明
白
な
ら
賢

人
と
愚
者
の
違
い
が
は
っ
き
り
す
る10
」
と
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
孔
子
が
礼
と
楽
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
「
之

に
先
ん
ず
る
に
博
愛
を
以
て
せ
ば
、
民
は
其
の
親
を
遺
る
る
莫
し
。
之
に

陳
ぶ
る
に
徳
義
を
以
て
せ
ば
、
民
は
興
り
行
ふ
。
之
に
先
ん
ず
る
に
敬
遜

を
以
て
せ
ば
、
民
は
爭
は
ず
」
を
最
初
に
述
べ
た
の
は
、
礼
楽
の
根
本
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
議
論
の
最
後
に
「
之
に
示
す
に
好
惡

を
以
て
せ
ば
、
民
は
禁
を
知
る
」
と
述
べ
た
の
は
、
礼
楽
の
作
用
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
な
の
で
あ
る
。
根
本
が
な
け
れ
ば
確
立
せ
ず
、
作
用
が
な

け
れ
ば
実
践
さ
れ
な
い
。
根
本
が
あ
り
作
用
が
あ
り
、
完
全
に
天
下
の
民

衆
に
施
す
な
ら
、「
こ
ぞ
っ
て
仰
ぎ
見
る
（
具
爾
瞻
）」
こ
と
を
し
な
い
民

衆
が
い
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
「
記
」
に
言
う
、「
楽
は
和
を
極
め
、
礼

は
順
を
極
め
る
。
内
が
和
に
し
て
外
が
順
な
れ
ば
、
民
は
そ
の
顔
色
を
見

て
争
い
を
や
め
る
。
そ
の
態
度
を
見
て
軽
蔑
の
念
を
持
た
な
い
。
徳
が
内

面
か
ら
輝
け
ば
民
は
み
な
受
け
入
れ
る
。
外
見
に
道
理
が
現
れ
て
い
れ
ば

民
は
み
な
承
服
す
る
。
ゆ
え
に
〈
礼
楽
の
道
を
極
め
て
そ
れ
を
天
下
に
施

す
な
ら
、
な
ん
の
困
難
も
な
い
〉
と
い
う11
」
と
。〔
こ
の
言
葉
こ
そ
『
孝
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經
』
の
〕「
之
を
導
く
に
禮
樂
を
以
て
す
」、「
民
は
皆
な
ん
じ
を
み
る
」
で

は
な
か
ろ
う
か
。

［
注
］1

　『詩
經
』（
小
雅
・
節
南
山
）
の
句
。「
赫
赫
」
は
明
瞭
で
盛
大
な
さ

ま
。「
師
」
は
周
王
朝
の
大
師
で
、最
高
位
の
官
で
あ
る
。「
尹
」
は
姓
。

「
具
」
は
「
と
も
に
」
す
る
。「
瞻
」
は
注
視
す
る
。（
以
上
の
語
釈
は

「
毛
傳
」
に
よ
る
。）

2

　『莊
子
』（
天
下
篇
）
に
よ
る
。
昔
の
聖
人
が
天
地
の
理
法
を
備
え
て

い
た
の
で
統
治
の
成
果
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
及
ん
だ
こ
と
を
言
う
。「
古

之
人
其
備
乎
、
配
神
明
、
醇
天
地
、
育
萬
物
（
中
略
）、
六
通
四
闢
、
小

大
精
粗
、其
運
无
乎
不
在
（
昔
の
人
は
な
ん
と
完
備
し
て
い
た
こ
と
か
。

神
明
と
一
体
で
、
天
地
に
従
い
、
万
物
を
は
ぐ
ぐ
み
…
…
あ
ら
ゆ
る
方

面
に
通
じ
、
す
べ
て
の
物
を
残
さ
ず
、
そ
の
作
用
は
届
か
な
い
所
が
な

い
）」
と
あ
る
。

3

　『孟
子
』（
滕
文
公
章
句
上
）
に
よ
る
。「
民
之
爲
道
也
、有
恒
産
者
有

恒
心
、
無
恒
産
者
無
恒
心
（
民
衆
の
あ
り
よ
う
は
、
恒
産
あ
る
者
は
恒

心
あ
り
、
恒
産
な
き
者
は
恒
心
な
し
）」
と
あ
る
。「
訓
義
」
で
は
、
真

宗
（
趙
恒
）
の
諱
を
避
け
て
「
常
産
」「
常
心
」
に
改
め
て
い
る
。

4

　『禮
記
』（
曲
禮
上
）
に
よ
る
。「
凡
爲
人
子
之
禮
、冬
温
而
夏
清
、昏

定
而
晨
省
（
子
が
親
に
お
仕
え
す
る
礼
は
、
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
涼
し

く
な
る
よ
う
気
を
配
り
、
夜
に
は
整
え
、
朝
に
お
尋
ね
す
る
）」
と
あ

る
。「
定
」
と
は
寝
具
を
整
え
る
こ
と
、「
省
」
と
は
熟
睡
で
き
た
か
ど

う
か
を
問
う
こ
と
で
あ
る
（
鄭
注
）。

5

　『禮
記
』（
内
則
）
に
よ
る
。「
父
母
有
過
、
下
氣
怡
色
、
柔
聲
以
諫

（
父
母
に
過
ち
が
あ
っ
た
ら
、
子
は
気
を
静
め
て
顔
色
を
穏
や
か
に
し
、

や
さ
し
い
声
で
お
諫
め
す
る
よ
う
に
）」
と
あ
る
。

6

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
「
樂
至
則
無
怨
、
禮
至
則
不
爭
、
揖
讓
而
治
天

下
者
、
禮
樂
之
謂
也
（
楽
い
た
れ
ば
怨
み
無
く
、
礼
い
た
れ
ば
争
わ
ず
。

揖
讓
し
て
天
下
を
治
め
る
と
は
、礼
楽
の
こ
と
を
言
う
）」
と
あ
る
。
陳

暘
の
引
用
は
『
禮
記
』
原
文
と
異
同
が
あ
る
。『
漢
書
』（
禮
樂
志
）
に

は
「
和
親
則
無
怨
、
畏
敬
則
不
爭
、
揖
讓
而
天
下
治
者
、
禮
樂
之
謂
也

（
和
親
す
れ
ば
怨
み
無
く
、畏
敬
す
れ
ば
争
わ
ず
。
揖
讓
し
て
天
下
が
治

ま
る
と
は
、
礼
楽
の
こ
と
を
言
う
）」
と
あ
る
。「
訓
義
」
は
、
英
宗
の

父
（
趙
允
讓
）
の
諱
を
避
け
て
「
揖
讓
」
を
「
揖
遜
」
に
作
る
。

7

　九
つ
の
親
族
の
意
で
あ
る
が
、
高
祖
か
ら
玄
孫
ま
で
の
直
系
九
世
代

と
す
る
説
や
、
母
や
妻
の
親
族
を
含
め
る
説
な
ど
、
そ
の
範
囲
に
つ
い

て
諸
説
あ
る
。

8

　『禮
記
』（
中
庸
）
に
よ
る
。「
詩
曰
、予
懐
明
徳
、不
大
聲
以
色
。
子

曰
、
聲
色
之
於
以
化
民
、
末
也
（
音
や
形
は
、
民
衆
の
教
化
に
お
い
て

は
末
節
で
あ
る
）」
と
あ
る
。
鄭
玄
は
「
私
は
明
徳
の
者
に
味
方
す
る
。

声
を
荒
げ
て
い
か
め
し
い
表
情
で
私
を
威
嚇
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と

解
釈
し
て
い
る
。「
聲
」
は
王
者
の
発
す
る
「
政
令
」
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
「
訓
義
」
は
「
聲
色
」
を
「
禮
樂
」
に
関
連
づ
け
て
論
じ
て
い
る
の

で
、「
聲
」
を
音
楽
に
お
け
る
音
響
（
楽
音
）
と
解
釈
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

9

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。「
禮
者
、
殊
事
合
敬
者
也
、
樂
者
、
異
文

合
愛
者
也
」
と
あ
る
。「
合
愛
」、「
訓
義
」
の
引
用
は
「
同
愛
」
に
作

る
。

10

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
原
文
に
同
じ
。

11

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
原
文
に
同
じ
。
ほ
と

ん
ど
同
じ
文
が
『
禮
記
』（
祭
義
）
に
も
見
え
る
が
、「
訓
義
」
は
「
樂

記
」
に
よ
っ
て
い
る
。
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紀
孝
行

子
曰
、
孝
子
之
事
親
也
、
居
則
致
其
敬
、
養
則
致
其
樂
。

孟
子
曰
、
仁
之
實
事
親
是
也
、
義
之
實
從
兄
是
也
、
禮
之
實
節
文
斯
二

者
是
也
、
樂
之
實
樂
斯
二
者
是
也
。
蓋
仁
爲
事
親
之
實
、
禮
樂
爲
事
親
之

文
。
然
則
孝
子
之
事
親
也
、
居
則
致
其
敬
、
所
以
爲
禮
。
養
則
致
其
樂
、

所
以
爲
樂
。
敬
其
父
則
子
説
、
敬
其
兄
則
弟
説
。
所
敬
者
寡
而
説
者
衆
。

以
禮
事
親
之
効a
也
。
瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
化
、
瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
之
爲

父
子
者
定
。
以
樂
事
親
之
効b
也
。
古
之
孝
子
事
親
以
禮
樂
如
此
、
固
豈
不

仁
者
能
之
乎
。
故
曰
人
而
不
仁
如
禮
何
、
人
而
不
仁
如
樂
何
。

然
言
致
其
敬
、則
敬
孝
也
。
則
知
致
其
樂
者
愛
孝
而
已
。
故
不
敬
其
親
、

而
敬
他
人
、
非
所
以
爲
禮
也
。
不
愛
其
親
、
而
愛
他
人
、
非
所
以
爲
樂
也
。

由
是
觀
之
、
禮
云
禮
云
、
玉
帛
云
乎
哉
、
樂
云
樂
云
、
鐘
鼓
云
乎
哉
。
其

本
實
在
於
孝
而
已
矣
。

［
校
勘
］

a

　「之
効
」
　四
庫
全
書
本
、
方
濬
師
本
「
之
效
」
に
作
る
。

b

　「之
効
」、
a
に
同
じ
。

［
訳
］子

曰
く
、
孝
子
の
親
に
事
ふ
る
や
、
居
れ
ば
則
ち
其
の
敬
を
致
し
、
養
へ

ば
則
ち
其
の
樂
を
致
す
、
と
。

孟
子
曰
は
言
う
、「
仁
の
実
は
親
に
事
ふ
る
、
是
れ
な
り
。
義
の
実
は
兄

に
従
ふ
、
是
れ
な
り
。
礼
の
実
は
斯
の
二
者
を
節
文
す
る
、
是
れ
な
り
。

楽
の
実
は
斯
の
二
者
を
楽
し
む
、
是
れ
な
り1
」
と
。
つ
ま
り
〈
仁
〉
は
親

に
お
仕
え
す
る
〈
実
〉
で
あ
り
、〈
礼
楽
〉
は
親
に
お
仕
え
す
る
〈
文
〉
な

の
で
あ
る2
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、〔
こ
こ
に
言
う
〕「
孝
子
の
親
に
事
ふ
る

や
、
居
れ
ば
則
ち
其
の
敬
を
致
し
」
と
は
〈
礼
〉
を
お
こ
な
う
方
途
で
あ

り
、「
養
へ
ば
則
ち
其
の
楽
を
致
す
」
と
は
〈
楽
〉
を
お
こ
な
う
方
途
で
あ

る
。
父
に
敬
意
を
は
ら
う
こ
と
は
子
の
喜
び
で
あ
り
、
兄
に
敬
意
を
は
ら

う
の
は
弟
の
喜
び
で
あ
る
。
敬
う
対
象
が
少
な
く
し
て
、
喜
ぶ
者
が
多
い

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
〈
礼
〉
に
よ
っ
て
親
に
お
仕
え
す
る
効
用
で
あ
る
。

瞽
瞍
が
心
か
ら
喜
ん
だ
の
で
、
天
下
の
人
も
み
な
感
化
さ
れ
、
瞽
瞍
が
心

か
ら
喜
ん
で
、
天
下
の
父
と
子
の
あ
る
べ
き
形
が
定
ま
っ
た3
。
こ
れ
が

〈
楽
〉
に
よ
っ
て
親
に
お
仕
え
す
る
効
用
で
あ
る
。
昔
の
孝
子
が
〈
礼
楽
〉

に
よ
っ
て
親
に
お
仕
え
す
る
あ
り
か
た
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
し

て
不
仁
の
者
に
こ
れ
が
で
き
よ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
人
に
し
て
不
仁
な

ら
ば
礼
を
如
何
せ
ん
、
人
に
し
て
不
仁
な
ら
ば
楽
を
如
何
せ
ん4
」
と
言
う

の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
「
其
の
敬
を
致
す
」
と
言
う
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
敬
意

に
よ
る
孝
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
其
の
楽
を
致
す
」
と
は
親
愛
に
よ
る

孝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
自
分
の
親
を
敬
わ
ず
に
他
人
を
敬
う

よ
う
で
は
〈
礼
〉
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
自
分
の
親
を
愛
さ

ず
に
他
人
を
愛
す
る
よ
う
で
は
〈
楽
〉
を
実
践
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い5
。

こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、「
礼
と
云
ひ
礼
と
云
ふ
も
、
玉
帛
を
云
は
ん
や
。

楽
と
云
ひ
楽
と
云
ふ
も
、
鐘
鼓
を
云
は
ん
や6
」
の
根
本
は
、
ま
こ
と
に

〈
孝
〉
に
こ
そ
あ
る
の
だ
。

［
注
］1

　『孟
子
』（
離
婁
章
句
上
）
に
よ
る
。『
孟
子
』
の
原
文
は
、「
從
兄
是

也
」
の
次
に
「
智
之
實
知
斯
二
者
弗
去
是
也
（
智
の
実
は
、
こ
の
二
者

を
知
り
て
去
ら
ざ
る
、
是
れ
な
り
）」
の
十
一
字
が
あ
る
が
、
省
略
さ
れ
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て
い
る
。

2

　『孟
子
』
の
こ
の
一
節
に
対
す
る
陳
暘
の
注
解
は
『
樂
書
』
巻
第
九
十

四
「
孟
子
訓
義
」
に
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
道
徳
に
由
来
す
る
〈
仁
義
〉

は
〈
体
〉
で
、
性
情
に
由
来
す
る
〈
礼
楽
〉
は
〈
用
〉
で
あ
る
、
と
説

か
れ
て
い
る
。
こ
こ
の
〈
実
〉〈
文
〉
と
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

3

　『孟
子
』（
離
婁
章
句
上
）
に
よ
る
。「
舜
盡
事
親
之
道
、
而
瞽
瞍
底

豫
、
瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
化
、
瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
之
爲
父
子
者
定
、

此
之
謂
大
孝
（
舜
は
心
か
ら
親
に
お
仕
え
し
た
の
で
、
父
の
瞽
瞍
も
満

足
し
た
。
瞽
瞍
が
心
か
ら
喜
ん
だ
の
で
、
天
下
の
人
も
み
な
感
化
さ
れ

た
。
瞽
瞍
が
満
足
し
た
の
で
、
天
下
の
父
と
子
の
父
と
子
の
あ
る
べ
き

形
が
定
ま
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
大
い
な
る
孝
行
と
い
う
も
の
で
あ
る
）」

と
あ
る
。

4

　孔
子
の
言
葉
。『
論
語
』（
八
佾
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
『
論

語
』
と
同
じ
で
あ
る
。
陳
暘
の
理
解
で
は
、〈
仁
〉
は
「
礼
楽
の
質
」
で

あ
り
、〈
礼
楽
〉
は
「
仁
の
文
」
で
あ
る
（『
樂
書
』
巻
第
八
十
五
「
論

語
訓
義
」）。

5

　『孝
經
』（
注
疏
本
「
聖
治
章
」、古
文
孝
經
「
孝
優
劣
章
」）
に
よ
る
。

「
故
不
愛
其
親
而
愛
他
人
者
、
謂
之
悖
徳
。
不
敬
其
親
而
敬
他
人
者
、
謂

之
悖
禮
」
と
あ
る
。

6

　孔
子
の
言
葉
。『
論
語
』（
陽
貨
）
に
よ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
『
論

語
』
と
同
じ
で
あ
る
。『
樂
書
』
巻
第
九
十
「
論
語
訓
義
」
が
こ
の
章
に

対
す
る
注
解
を
収
め
る
が
、
そ
こ
に
は
こ
の
章
を
〈
孝
〉
と
関
連
づ
け

た
議
論
は
見
え
な
い
。

廣
要
道

子
曰
、
教
民
親
愛
莫
善
於
孝
、
教
民
禮
順
莫
善
於
悌
、
移
風
易
俗
莫
善
於

樂
、
安
上
治
民
莫
善
於
禮
。

孝
悌
者
人
子
之
高
行
也
。
禮
樂
者
君
子
之
深
教
也
。
以
人
子
之
高
行
寓

君
子
之
深
教
、
其
所
因
者
本
而
已
矣
。
因
親
以
教
愛
而
民
莫
不
親
愛
、
因

嚴
以
教
敬
而
民
莫
不
禮
順
。
言
禮
順
則
親
愛
者
樂
也
、
言
親
愛
則
禮
順
者

敬
也
。
書
曰
、
立
愛
惟
親
立
敬
惟
長
、
始
于
家
邦
終
于
四
海
。
記
曰
、
立

愛
自
親
始
教
民
睦
也
、
立
敬
自
長
始
教
民
順
也
。
古
者
教
民
之
道
、
未
嘗

不
始
於
愛
敬
而
成
於
禮
樂
。
故
孔
子
言
教
民
親
愛
莫
善
於
孝
、
教
民
禮
順

莫
善
於
悌
、
繼
之
以
移
風
易
俗
莫
善
於
樂
、
安
上
治
民
莫
善
於
禮
也
。

今
夫
百
里
不
同
之
風
其
氣
有
剛
柔
、
千
里
不
同
之
俗
其
習
有
厚
薄
。
樂

之
善
民
心
感
人
深
、
則
至
剛
之
風
可
移
而
爲
柔
、
至
薄
之
俗
可
易
而
爲
厚
。

移
風
而
使
之
化
、
易
俗
而
使
之
變
、
非
樂
而
何
。
樂
記
曰
、
樂
行
而
倫
清

移
風
易
俗
天
下
皆
寧
、
豈
非
樂
之
效
邪a
。
夫
有
禮
則
安
、
無
禮
則
危
。
所

謂
安
上
者
舍
禮
何
以
哉
。
禮
之
所
興
、
民
之
所
治
、
禮
之
所
廢
、
民
之
所

亂
。
所
謂
治
民
者
舍
禮
何
以
哉
。
記
曰
、
君
位
危
則
法
無
常
、
法
無
常
則

禮
無
列
。
又
曰
、
禮
者
下
以
治
人
之
情
、
終
之
以
天
下
國
家
、
可
得
而
正

也
。
豈
非
禮
之
效
也
。

然
則
詩
止
於
移
風
俗
、
樂
則
移
風
易
俗
何
也
。
蓋
詩
仁
言
也
、
樂
仁
聲

也
。
仁
言
不
如
仁
聲
之
入
人
也
深
、
故
其
異
如
此
。
然
風
可
得
而
移
、
俗

可
得
而
易
、
人
之
風
俗
也
。
修
其
教
不
易
其
俗
、
齊
其
政
不
易
其
宜
、
天

之
風
俗
也
。
別
而
言
之
、
上
欲
其
安
、
民
欲
其
治
。
通
而
論
之
、
民
雖
在

所
治
亦
未
嘗
不
在
所
安
也
。
故
曲
禮
言
、
毋
不
敬
、
而
其
效
至
於
安
民
。

論
語
言
修
己
以
敬
、
而
其
效
至
於
安
百
姓
。

樂
書
卷
第
八
十
四b

［
校
勘
］
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a

　「效
邪
」
　四
庫
全
書
本
「
效
耶
」
に
作
る
。

b

　「樂
書
卷
第
八
十
四
」
　国
会
図
書
館
蔵
宋
刊
本
「
樂
書
巻
第
八
十
四

終
」、
四
庫
全
書
本
「
樂
書
巻
八
十
四
」、
方
濬
師
本
「
樂
書
巻
八
十
四

終
」
に
そ
れ
ぞ
れ
作
る
。

［
訳
］子

曰
く
、
民
に
親
愛
を
教
ふ
る
に
孝
よ
り
善
き
は
莫
く
、
民
に
礼
順
を
教

ふ
る
に
悌
よ
り
善
き
は
莫
く
、
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
に
楽
よ
り
善
き
は
莫

く
、
上
を
安
ん
じ
民
を
治
む
る
に
礼
よ
り
善
き
は
莫
し
、
と
。

孝
と
悌
は
人
の
子
と
し
て
の
至
高
の
行
為
で
あ
る
。
礼
楽
は
君
子
の
深

遠
な
教
え
で
あ
る
。
人
の
子
と
し
て
の
至
高
の
行
為
に
よ
っ
て
君
子
の
深

遠
な
教
え
を
説
く
の
は
、「
そ
の
よ
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
が
根
本
（
孝
）
で
あ

る1
」
に
尽
き
る
。「
親
和
の
心
を
根
本
と
し
て
〈
愛
〉
を
教
え
る2
」
な
ら
、

民
衆
の
だ
れ
も
が
〔
他
者
に
対
し
て
〕「
親
愛
」
と
な
る
。「
厳
格
な
心
を

根
本
と
し
て
〈
敬
〉
を
教
え
る3
」
な
ら
、
民
衆
の
だ
れ
も
が
〔
他
者
に
対

し
て
〕「
礼
順
」
と
な
る
。「
礼
順
」
を
基
準
に
言
う
な
ら
「
親
愛
」
が
音

楽
に
当
た
る
。「
親
愛
」
を
基
準
に
言
う
な
ら
「
礼
順
」
が
敬
意
に
当
た

る
。『
書
』
に
言
う
、「
愛
を
確
立
す
る
こ
と
を
わ
が
親
か
ら
始
め
、
敬
を

確
立
す
る
こ
と
を
年
長
者
か
ら
始
め
る
な
ら
、
家
や
国
に
始
ま
り
天
下
に

到
達
す
る
こ
と
に
な
る4
」
と
。『
記
』
に
言
う
、「
愛
を
確
立
す
る
こ
と
を

わ
が
親
か
ら
始
め
る
の
は
、
人
民
に
和
睦
の
心
を
教
え
る
た
め
で
あ
る
。

敬
を
確
立
す
る
の
に
年
長
者
か
ら
始
め
る
の
は
、
人
民
に
恭
順
の
心
を
教

え
る
た
め
で
あ
る5
」
と
。
古
代
、
民
を
教
導
す
る
手
段
と
し
て
は
か
な
ら

ず
「
愛
」
と
「
敬
」
か
ら
始
め
て
「
礼
」
と
「
楽
」
で
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
ゆ
え
に
孔
子
は
こ
こ
で
「
民
に
親
愛
を
教
ふ
る
に
孝
よ
り
善
き
は
莫

く
、
民
に
礼
順
を
教
ふ
る
に
悌
よ
り
善
き
は
莫
し
」
と
言
い
、
そ
れ
に
続

け
て
「
風
を
移
し
俗
を
易
ふ
る
に
楽
よ
り
善
き
は
莫
く
、
上
を
安
ん
じ
民

を
治
む
る
に
礼
よ
り
善
き
は
莫
し
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

現
実
に
は
百
里
離
れ
る
と
気
風
が
違
い
、
民
衆
の
気
質
に
〈
剛
〉
と

〈
柔
〉
の
違
い
が
あ
る
し
、
千
里
離
れ
る
と
習
俗
が
異
な
り
、
民
衆
の
習
性

に
〈
厚
〉
と
〈
薄
〉
の
違
い
が
あ
る6
。
音
楽
は
民
心
を
改
善
し
て
深
く
人

に
影
響
す
る7
の
で
、
き
わ
め
て
〈
剛
〉
の
気
風
で
も
改
善
し
て
〈
柔
〉
に

す
る
こ
と
が
で
き
、
き
わ
め
て
〈
薄
〉
な
習
俗
で
も
改
良
し
て
〈
厚
〉
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
気
風
を
改
善
し
て
教
化
し
、
習
俗
を
改
良
し
て
変

化
す
る
こ
と
、音
楽
以
外
に
何
が
あ
ろ
う
か
。「
楽
記
」
に
「
正
統
な
音
楽

が
演
奏
さ
れ
て
秩
序
が
純
粋
に
保
た
れ
、
民
衆
の
気
風
や
習
俗
を
正
し
い

方
向
に
導
き
、
天
下
が
安
定
す
る8
」
と
言
う
の
は
、
音
楽
の
効
用
で
は
な

か
ろ
う
か
。「
礼
が
あ
れ
ば
安
全
で
、礼
が
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
る9
」
と
言

う
。
上
位
の
者
を
安
心
さ
せ
る
（
安
上
）
の
に
、
礼
を
捨
て
て
何
に
よ
る

と
い
う
の
か
。
礼
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
は
人
民
の
治
ま
る
こ
と

で
あ
り
、
礼
が
廃
れ
る
こ
と
は
人
民
が
乱
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
民
を
治
め

る
（
治
民
）
の
に
、礼
を
捨
て
て
何
に
よ
る
と
い
う
の
か
。「
記
」
に
「
君

主
の
地
位
が
危
う
け
れ
ば
法
令
は
し
ば
し
ば
変
わ
り
、
法
令
が
し
ば
し
ば

変
わ
れ
ば
礼
が
乱
れ
る10
」
と
言
い
、
ま
た
「
礼
は
、
人
の
感
情
を
整
え
る

こ
と
に
始
ま
り
、
最
終
的
に
は
天
下
国
家
に
至
る11
」
と
言
う
の
は
、
礼
の

効
用
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、「
詩
」
は
「
風
俗
を
移
す12
」
だ
け
で
あ
る
の
に
、
音
楽
は
「
風
を

移
し
俗
を
易
」
え
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
つ
ま
り
「
詩
」
は
「
仁
の
こ

と
ば
」
で
、
音
楽
は
「
仁
の
音
」
だ
か
ら
で
あ
る
。「
仁
の
こ
と
ば
」
は

「
仁
の
音
」
が
人
の
心
の
奥
深
く
に
届
く
の
に
は
及
ば
な
い13
の
で
、そ
う
い

う
違
い
が
あ
る
の
で
あ
る
。「
風
」
は
移
す
こ
と
が
で
き
、「
俗
」
は
易
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
は
人
の
風
俗
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。

「
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
教
化
を
施
す
が
、民
衆
固
有
の
習
俗
は
変
え
な
い
。
じ
ゅ

﹁
記
﹂
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う
ぶ
ん
に
政
令
を
施
す
が
民
衆
の
便
宜
を
奪
っ
た
り
し
な
い14
」
は
天
の
風

俗
に
つ
い
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。
区
別
し
て
述
べ
る
な
ら
、
上
に
立
つ
者

は
安
定
を
求
め
、
人
民
は
治
安
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
普
遍
化
し
て
述
べ

る
な
ら
、
人
民
は
あ
る
場
所
で
統
治
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
自
分
が
安

心
す
る
場
所
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
曲
礼
」

に
「
敬
意
を
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ15
」
と
言
う
が
、
そ
の
効
用
は
民
衆
を
安
定

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。『
論
語
』
に
「〔
君
子
は
〕
み
ず
か

ら
を
律
し
、
敬
意
を
も
つ16
」
と
言
う
が
、
そ
の
効
用
は
百
姓
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

（
樂
書
卷
第
八
十
四
）

［
注
］1

　『孝
經
』（
聖
治
章
）
の
句
。
親
に
対
す
る
親
愛
と
尊
敬
の
情
を
基
礎

と
す
れ
ば
、
教
育
も
政
治
も
円
滑
に
行
わ
れ
る
。
人
間
に
と
っ
て
の
根

本
、
す
な
わ
ち
「
孝
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
其
の
因
る

所
の
も
の
本
な
れ
ば
な
り
）、
と
説
く
。

2

　『孝
經
』（
聖
治
章
）
の
句
。「
聖
人
因
嚴
以
教
敬
、因
親
以
教
愛
（
聖

人
は
厳
格
な
心
を
根
本
と
し
て
敬
を
教
え
、
親
和
の
心
を
根
本
と
し
て

愛
を
教
え
る
）」
と
あ
る
。

3

　『孝
經
』（
聖
治
章
）
の
句
。
注
2
参
照
。

4

　『尚
書
』（
伊
訓
）
の
文
。「
訓
義
」
の
引
用
は
原
文
と
同
じ
。
こ
こ
の

翻
訳
は
〔
偽
〕
孔
伝
に
よ
っ
た
。

5

　『禮
記
』（
祭
義
）
の
文
。「
訓
義
」
の
引
用
は
原
文
と
同
じ
。

6

　住
む
土
地
が
違
え
ば
人
の
性
質
や
習
慣
も
異
な
る
こ
と
。『
漢
書
』

（
王
吉
傳
）
に
「〔
民
衆
に
対
す
る
教
化
を
怠
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
こ
と
に
な
り
〕
百
里
不
同
風
、千
里
不
同
俗
、戸
異
政
、人
殊
服
（
百

里
で
風
が
異
な
り
、
千
里
で
俗
が
異
な
り
、
家
ご
と
に
規
則
が
違
い
、

人
ご
と
に
服
が
違
っ
て
し
ま
う
）」
と
あ
る
。
應
劭
『
風
俗
通
義
』
の

「
序
」
は
こ
の
一
節
を
「
傳
に
曰
く
」
と
し
て
引
い
て
い
る
。

7

　『禮
記
』（
樂
記
）
に
「
樂
也
者
、聖
人
之
所
樂
也
、而
可
以
善
民
心
、

其
感
人
深
、
其
移
風
易
俗
（
音
楽
は
聖
人
が
楽
し
む
も
の
で
あ
り
、
民

心
を
改
善
し
、
人
を
感
化
す
る
影
響
は
深
く
、
風
俗
を
改
良
す
る
）」
と

あ
る
。
こ
こ
の
『
孝
經
』
の
句
と
同
じ
論
理
で
あ
る
。

8

　『禮
記
』（
樂
記
）
の
句
。「
樂
行
而
倫
清
、
耳
目
聡
明
、
血
氣
和
平
、

移
風
易
俗
、天
下
皆
寧
」
と
あ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
途
中
の
二
句
を

省
い
て
い
る
。『
樂
書
』
巻
第
十
八
（
禮
記
訓
義
）
に
釈
義
が
あ
る
。
そ

れ
に
よ
る
と
「
樂
行
而
倫
清
」
は
『
尚
書
』（
堯
典
〈
偽
古
文
「
舜
典
」〉）

の
「
八
音
克
諧
、
無
相
奪
倫
」
の
こ
と
で
あ
り
、
純
正
の
音
楽
を
演
奏

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夾
雑
物
（
鄭
衛
の
声
）
が
混
入
す
る
余
地
が
な

く
な
る
こ
と
。

9

　『禮
記
』（
曲
禮
上
）
に
よ
る
。「
人
有
禮
則
安
、
無
禮
則
危
」
と
あ

る
。

10

　『禮
記
』（
禮
運
）
に
よ
る
。「
故
政
不
正
、則
君
位
危
。
君
位
危
、則

大
臣
倍
、
小
臣
竊
。
刑
肅
而
俗
敝
、
則
法
無
常
。
法
無
常
、
而
禮
無
列
。

禮
無
列
、
則
士
不
事
也
（
政
治
が
正
し
く
な
け
れ
ば
君
主
の
地
位
は
危

う
い
。
君
主
の
地
位
が
危
う
け
れ
ば
高
位
の
臣
下
は
君
主
に
そ
む
き
、

そ
の
他
の
臣
は
私
利
を
む
さ
ぼ
る
。
あ
わ
て
て
刑
罰
を
運
用
し
て
も
風

俗
は
地
に
落
ち
、
法
令
は
し
ば
し
ば
変
わ
る
。
法
令
が
一
定
し
な
い
と

礼
は
乱
れ
る
。
礼
が
乱
れ
る
と
、
士
人
は
職
務
を
ま
っ
と
う
し
な
い
）」

と
あ
り
、「
訓
義
」
は
簡
略
に
引
用
し
て
い
る
。

11

　『禮
記
』（
禮
運
）
に
よ
る
。「
夫
禮
、先
王
以
承
天
之
道
、以
治
人
之

情
。
故
失
之
者
死
、
得
之
者
生
。
詩
曰
、
相
鼠
有
體
、
人
而
無
禮
、
人

而
無
禮
、
胡
不
遄
死
。
是
故
夫
禮
、
必
本
於
天
、
殽
於
地
、
列
於
鬼
神
、
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達
於
喪
祭
射
御
冠
昏
朝
聘
。
故
聖
人
以
禮
示
之
、
故
天
下
國
家
可
得
而

正
也
（
礼
と
い
う
も
の
は
、
先
王
が
そ
れ
に
よ
っ
て
天
の
道
を
受
け
継

ぎ
、
人
の
心
情
を
整
え
た
も
の
で
あ
る
。
礼
を
失
う
者
は
死
に
、
身
に

つ
け
た
者
は
生
き
延
び
た
。
詩
に
「
ネ
ズ
ミ
を
見
る
と
、身
体
が
あ
る
。

人
間
の
く
せ
に
礼
が
な
い
。
人
間
の
く
せ
に
礼
が
な
い
の
に
、
ど
う
し

て
さ
っ
さ
と
死
な
な
い
の
か
」
と
。
そ
れ
ゆ
え
、
礼
は
必
ず
天
に
も
と

づ
き
、
地
に
の
っ
と
り
、
鬼
神
に
並
び
、
儀
礼
の
万
端
に
及
ぶ
。
そ
れ

ゆ
え
聖
人
は
礼
に
よ
っ
て
民
衆
に
示
し
、
天
下
国
家
は
正
し
い
あ
り
か

た
を
獲
得
す
る
）」
と
あ
る
。「
訓
義
」
の
引
用
は
簡
略
で
あ
る
。

12

　『詩
』
の
「
序
（
大
序
）」
に
よ
る
。「
先
王
以
是
經
夫
婦
、
成
孝
敬
、

厚
人
倫
、
美
教
化
、
移
風
俗
（
先
王
は
詩
に
よ
っ
て
夫
婦
の
関
係
を
整

え
、
孝
と
敬
を
完
成
し
、
人
倫
を
厚
く
し
、
教
化
を
う
る
わ
し
く
し
、

風
俗
を
移
す
）」
と
あ
る
。

13

　『孟
子
』（
盡
心
章
句
上
）
の
句
。「
訓
義
」
の
引
用
は
原
文
と
同
じ
。

こ
の
句
に
対
し
て
は
『
樂
書
』
巻
第
九
十
五
（
孟
子
訓
義
）
に
詳
し
い

解
釈
が
あ
る
。「
詩
仁
言
也
、
於
風
俗
則
移
之
而
未
至
於
易
。
樂
仁
聲

也
、
於
風
俗
非
特
移
之
、
又
至
於
易
之
也
（
詩
は
仁
徳
の
言
語
で
あ
る
。

風
俗
に
対
し
て
は
、
移
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
易
え
る
こ
と
ま
で
は
で
き

な
い
。
楽
は
仁
徳
の
楽
音
で
あ
る
。
風
俗
に
対
し
て
は
、
移
す
だ
け
で

な
く
易
え
る
こ
と
ま
で
可
能
で
あ
る
）」
と
あ
る
。

14

　『禮
記
』（
王
制
）
に
よ
る
。
人
間
は
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て

気
質
や
嗜
好
が
異
な
る
の
で
、
画
一
的
な
統
治
は
禁
物
で
あ
る
こ
と
を

い
う
。「
民
生
其
間
者
異
俗
、
剛
柔
輕
重
、
遲
速
異
齊
、
五
味
異
和
、
器

械
異
制
、
衣
服
異
宜
。
脩
其
教
不
易
其
俗
、
齊
其
政
不
易
其
宜
（
人
民

は
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
生
ま
れ
て
風
俗
を
異
に
す
る
。
剛
柔
、
軽
重
、

遅
速
な
ど
で
〔
気
質
の
〕
違
い
が
あ
り
、
味
覚
も
異
な
り
、
生
活
道
具

の
仕
組
み
や
衣
服
の
好
み
も
違
う
。
教
育
を
充
実
さ
せ
る
に
も
習
俗
を

変
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
政
治
を
お
こ
な
う
に
も
嗜
好
を
改
め
た
り
は
し

な
い
）」
と
あ
る
。

15

　『禮
記
』（
曲
禮
上
）
の
句
。「
毋
不
敬
。
儼
若
思
、安
定
辭
、安
民
哉

（
常
に
〈
敬
〉
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
お
ご
そ
か
で
思
い
に
沈
ん
で
い

る
よ
う
で
、
発
言
が
静
か
で
的
確
で
、
民
衆
を
安
定
さ
せ
る
）」
と
あ

る
。

16

　『論
語
』（
憲
問
）
の
語
。「
君
子
」
の
あ
り
よ
う
を
問
わ
れ
た
孔
子
の

言
葉
で
あ
る
。「
子
路
問
君
子
。
子
曰
、
脩
己
以
敬
。
曰
、
如
斯
而
已

乎
。
曰
、
脩
己
以
安
人
。
曰
、
如
斯
而
已
乎
。
曰
、
脩
己
以
安
百
姓
。

脩
己
以
安
百
姓
、
堯
舜
其
猶
病
諸
」
と
あ
る
。
孔
子
は
「
お
の
れ
を
修

め
る
」
こ
と
に
よ
り
、「
人
を
安
ん
じ
」
さ
ら
に
「
百
姓
を
安
ん
じ
」
る

こ
と
に
進
む
と
説
く
。

（
二
〇
一
四
、
六
、
二
一
）




